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グ
リ
ー
ン・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、農
山
漁
村
に
お
い
て
自
然
、文
化
、人
々
と
の

交
流
を
楽
し
む
滞
在
型
の
余
暇
活
動
で
す
。

近
年
、国
内
を
は
じ
め
海
外
か
ら
の
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
は
、そ
の
土
地
な
ら

で
は
の
体
験
や
地
域
の
人
と
の
交
流
を
楽
し
む
旅
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、

農
山
漁
村
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
農
山
漁
村
へ
、

み
な
さ
ん
も
こ
の
夏
、家
族
や
仲
間
と
、出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
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象
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し
た
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数
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32
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農
山
漁
村
地
域
は
日
本
に

と
っ
て
大
切
だ
と
思
う
？

今
後
、農
山
漁
村
と
ど
の
よ
う
な

関
わ
り
を
持
ち
た
い
と
思
う？
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都 市 と 農 村 の

交 流 を 総 合 的 に 推 進

農 山 漁 村 に お い て は 、 人

口 の 減 少 ・ 高 齢 化 な ど に 伴

い 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ や 地

域 活 力 の 低 下 が み ら れ ま す 。

一 方 、 消 費 者 や 都 市 住 民 の

間 で は 、 付 加 価 値 の 高 い 食

料 生 産 や 観 光 、 教 育 、 福 祉

な ど へ の ニ ー ズ が 高 ま り 、

ま た 、 地 域 の 絆 を 重 視 す る

傾 向 が 強 ま っ て い ま す 。

こ の た め 、 農 林 水 産 省 で

は 、 集 落 が 市 町 村 、 Ｎ Ｐ Ｏ

な ど 多 様 な 主 体 と 連 携 す る

集 落 連 合 体 に よ る 、 農 山 漁

村 の 持 つ 豊 か な 自 然 や 「 食 」

を 活 用 し た 子 ど も 農 山 漁 村

交 流 、 地 域 資 源 の 活 用 や ボ

ラ ン テ ィ ア を 取 り 込 ん だ グ

リ ー ン ・ ツ ー リ ズ ム や 農 山

漁 村 に お け る 大 学 ・ 企 業 の

研 修 な ど の 「 地 域 の 手 づ く

り 活 動 」 を 推 進 す る こ と に

よ り 、 グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズ

ム を は じ め 、 都 市 と 農 村 の

共 生 ・ 対 流 を 総 合 的 に 推 進

し て い ま す 。

増
加
傾
向
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あ
り
ま
す
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グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズ ム の 関 連 で

は 、 廃 校 を 交 流 拠 点 と し て 、 子 ど

も た ち に 生 き 物 が 豊 か な 里 山 を

活 用 し た 体 験 プ ロ グ ラ ム の 提 供 や 、

魚 料 理 、 離 島 の 漁 村 景 観 な ど の 海

の 資 源 を 活 用 し た 旅 行 商 品 の 開 発 、

遊 休 農 地 を 農 作 業 体 験 や 環 境 学 習

の 場 と し て 消 費 者 と の 交 流 を 実 施

す る な ど 、 地 域 資 源 を 活 用 し た

様 々 な 取 り 組 み が 行 わ れ て い ま す 。

　
こ の よ う な 取 り 組 み の 推 進 に よ

り 、 都 市 と 農 山 漁 村 の 交 流 人 口 の

増 加 、 地 域 に お け る 雇 用 機 会 の 確

保 と 所 得 の 増 大 を 図 り 、 農 山 漁 村

の 活 性 化 や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再

生 、 さ ら に は 都 市 住 民 の 農 林 漁 業 ・

農 山 漁 村 へ の 理 解 の 増 進 が 期 待 さ

れ て い ま す 。

農 山 漁 村 の 魅 力 を 教 育 や

観 光 分 野 と 結 ぶ 取 り 組 み も ！

　
農 林 水 産 省 で は 、 今 年 の 6 月 に

「 農 林 水 産 業 ・ 地 域 の 活 力 創 造 プ ラ

ン 」 を 改 訂 。 政 策 の 展 開 方 向 と し

て 、 人 口 減 少 社 会 に お け る 農 山 漁

村 の 活 性 化 の 必 要 性 が 位 置 づ け ら

れ 、 都 市 と 農 山 漁 村 の 交 流 等 の 推

進 に あ た り 、 福 祉 、 教 育 、 観 光 と

の 連 携 を 強 化 す る こ と と し て い ま す 。

　
こ の う ち 、 教 育 と の 連 携 で は 、

農 林 水 産 省 、 文 部 科 学 省 、 総 務 省

が 連 携 し 、 平 成 20 年 か ら 「 子 ど も

農 山 漁 村 交 流 プ ロ ジ ェ ク ト 」 に 取

り 組 ん で お り 、 小 学 校 に お け る 農

山 漁 村 で の 長 期 宿 泊 体 験 活 動 を 推

進 し て い ま す 。

　
観 光 と の 連 携 で は 、 農 林 水 産

省 と 観 光 庁 と の 間 で 平 成 26 年 1 月

に 「 農 観 連 携 の 推 進 協 定 」 を 締 結 。

農 山 漁 村 の 魅 力 と 観 光 需 要 を 結 び

つ け る た め 、 観 光 事 業 者 と 連 携 し

た グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズ ム の 取 り 組

み 、 6 次 産 業 化 に よ る 特 産 品 の 開

発 、 地 域 な ら で は の 食 や 森 林 を 活

用 し た 観 光 の 取 り 組 み な ど を 推 進

し て い ま す 。 ま た 、 政 府 と し て

「 2 0 2 0 年 に 訪 日 外 国 人 旅 行 者

数 2 0 0 0 万 人 の 高 み 」 を 目 指

し て い る こ と を 踏 ま え 、 海 外 に 向

け て 我 が 国 の 農 山 漁 村 の 魅 力 発 信 、

訪 日 外 国 人 旅 行 者 の 農 山 漁 村 へ の

誘 致 な ど を 積 極 的 に 図 っ て い く こ

と と し て い ま す 。
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農
産
物
直
売
所

朝
採
れ
野
菜
や
果
物
の
ほ
か

手
作
り
の
加
工
品
が
ズ
ラ
リ！

そ
の
日
の
朝
に
収
穫
し
た
野
菜
や
果
物
な

ど
、新
鮮
な
農
産
物
を
手
ご
ろ
な
価
格
で
購

入
で
き
る
施
設
で
す
。農
家
の
手
作
り
味

噌
、漬
け
物
、ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品
か
ら
総

菜
ま
で
豊
富
な
商
品
が
楽
し
め
る
店
も
あ
り

ま
す
。新
鮮
さと
作
り
手
の
農
家
の
顔
が
見

え
る
安
心
感
で
人
気
を
得
て
い
ま
す
。
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そ
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田
植
え
や
稲
刈
り
、

野
菜
の
収
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、牧

場
で
の
乳
搾
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な
ど

の
農
業
体
験
が
で

き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

加
工
体
験
が
で
き

る
と
こ
ろ
も
。バ
タ
ー

や
ソ
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セ
ー
ジ
作
り
、そ
ば
打
ち
な
ど
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ほ
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、ジ
ャ
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作
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や
ス

イ
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ツ
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り
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で
き
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施
設
も
あ
り
、女
性
客
に
人
気
で
す
。
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狩
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収
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人
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農
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収
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体
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農
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世
代
を
問
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人
気
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す
が
、サ
ツ
マ
イ
モ
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ア
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パ

ラ
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、ト
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ら
に
キ
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コ
の
収
穫
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あ
り
ま
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。
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人
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

農
家
の
暮
ら
し
を
実
体
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農
家
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経
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宿
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で
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宅
の
一
部
を
提
供
し
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い
る
と
こ
ろ

で
は
、農
家
の
暮
らし
を
そ
の
ま
ま
体

験
で
き
ま
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。農
山
村
の
風
景
に
癒
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、地
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の
人
と
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っ
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自
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し
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で
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農
林
水
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し
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提
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す
る
飲
食
店
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と
で
す
。

伝
統
野
菜
や
郷
土
料
理
を
提
供
し

て
い
る
店
も
多
くあ
り
ま
す
。ま
た
、バ

イ
キ
ン
グ
形
式
の
店
も
増
え
、家
族

連
れ
に
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
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）

イ
ベ
ント
 

自
然
体
験
ツ
ア
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農
漁
村
体
験

舞
台
鑑
賞

（
歌
舞
伎・
演
劇・
音
楽
な
ど
）

映
画・
ア
ニ
メ縁
の
地
を
訪
問
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日
本
食
を
食
べ
る
こ
と

ショ
ッピ
ン
グ

繁
華
街
の
街
歩
き

自
然・
景
勝
地
観
光

旅
館
に
宿
泊

温
泉
入
浴

日
本
の
歴
史・

伝
統
文
化
体
験

ビ
ジ
ネ
ス

日
本
の
生
活
文
化
体
験
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出
典：
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査（
20
12
年
）よ
り
算
出

外 国 人 旅 行 者 も 日 本 の 農 山 漁 村 に 興 味 津 々 ！

■
訪
日
旅
行
客
が
今
回
実
施
し
た
活
動
と
次
回
実
施
し
た
い
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   
   
   
   
 （
全
市
場
、複
数
回
答
）

平 成 25 年 、 訪 日 外 国 人 旅 行 者 数 は 、 初 め て 年

間 １ ０ ０ ０ 万 人 を 達 成 し ま し た 。 外 国 人 旅 行

者 の 中 で 、 実 際 に 自 然 体 験 ツ ア ー や 農 山 漁 村 体

験 を し た 人 は ８ ％ と ま だ ま だ 少 な い も の の 、 今 後

体 験 し て み た い と い う 人 は そ の 2 ・ 5 倍 以 上 い る

と の 調 査 結 果 が 出 て い ま す 。

そ の 他 、 日 本 の 歴 史 や 伝 統 文 化 体 験 、 日 本 の

生 活 文 化 体 験 な ど 、 農 山 漁 村 で 体 験 で き る 活

動 に も 関 心 が 集 ま っ て い ま す 。0
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出
典：
日
本
政
府
観
光
局（
JN
TO
）

■
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
の
推
移

史
上
初
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00
万
人
達
成
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